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ID学習者のために、IDポータルサイトを構築した。IDとは、インストラクショナル・デザイン
（Instructional Design）のことで、効率よく効果的に教育目標を達成するための手法である。そ
して、IDポータルサイトとは、IDを学習する人たちのために役立つ情報を含んだサイトである。
その情報とは、Web上にある論文やツール・教材などを含んでいる。本稿では、この IDポータル
サイトの構成やその中身について紹介する。 
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１．はじめに 
 イ ン ス ト ラ ク シ ョ ナ ル ・ デ ザ イ ン
（Instructional Design:以後 ID）とは、『教
育を効率よく効果的に行う手法』（教育工学事
典 2002）のことである。この手法は、学校
や企業内教育など、教育活動が行われている
場所で使われているものである。 
教育活動の中で、特に最近注目を浴びてい

る分野といえば、e-learningの分野であろう。 
e-learningとは、『情報技術によるコミュニケ
ーション・ネットワーク等を使った主体的な
学習』（ ALIC  2002）のことである。
e-learningはコミュニケーション・ネットワ
ークを使った学習のため、システム的な手法
である ID は有効だとされている。鈴木
（1998）はコミュニケーション・ネットワー
クを使った教材を作成し、有効性を確かめた。
それは、IDの手法を使って作成したドリル作
成支援ツールを使って作成した教材は、使わ
ないで作成した教材より効果が見られた、と
いうものである。以上のように、IDは教育活
動の場で使われており、その有用性も確かめ
られている。 
一方、ポータルサイトとは、『インターネッ

トの入り口となるサイト』（ALIC 2002）の
ことである。現在、ポータルサイトの運営は

広告収入依存型のビジネスモデルによるもの
が多い。しかし、広告収入依存型ポータルサ
イトとは異なる、特定のユーザ層を想定した
ボランティア運営のポータルサイトが増えつ
つある（ALIC 2002）。そして、香取（2001）
はポータルサイトの必要性を、同期型学習シ
ステムやオンライン・テスティングなどの学
習方法と、それに対応したコンテンツを管理
するため、と言っている。つまり、学習者の
欲しい情報まとめることで、学習者が迷わず
学習ができ、他のWebサイトを探す必要が無
くなる、ということである。そのため、ポー
タルサイトは有効であると思われる。 
本研究では、以上のような理由で、ID学習

者のために ID ポータルサイトを構築した。
本稿では、この ID ポータルサイトの構成と
今後の課題について記す。 

 
２．IDポータルサイトの構成 

２．１．概要 
IDポータルサイト（図１）は岩手県立大学

の教育情報システム学講座のWebサーバ上 
に あ る Web サ イ ト の こ と で あ る
（http://www.et.soft.iwate-pu.ac.jp/edutech 
/id/）。この Web サイトにあるコンテンツは
「目的・概要・使用法」「論文・書籍等」「ツ



 
図１：IDポータルサイト・トップページ 

 
ール・教材集」「用語集」「リンク集」「Q&A」

「掲示板」「Englishページ」である（2002/3/5
現在）。 

 
２．２．全体構成図 
 当サイトの全体構成図は図２に示した通り
である。それぞれのページは左右のフレーム
に分けてあり、それぞれのコンテンツに移動
しても、他のコンテンツに移動できるように
なっている。ただし、「教材集」（図３）だけ
は「ツール・教材集」というWebページから
のみ行けるようになっている。また、論文や
ツール・教材等は見やすいように全画面で表
示するようにしている。 
 
２．３．各コンテンツについて 
 ここでは、当サイトのトップページと先述
したコンテンツについて、それぞれ概要・目
的を記す。 
－トップページ 
 このページには、見に来た人が混乱しない
ように情報を少なめに載せた。載せている内
容はリピーターのための更新情報と、初めて

来た人のために用意してある情報である。例
えば、初めての人は「IDポータルサイトの概
要・目的・使用法」へ行くように誘導をして
いる（図１）。また、更新した情報にはリンク
が張ってあり、更新した情報をすぐに見るこ
とができるように配慮した。 
 
－目的・概要・使用法 
 当サイトの目的や概要、当サイトにはどの
ような情報を載せているか、ということを記
してある。また、各コンテンツの概要・目的
についても記してあり、当サイトが一覧でき
るようにサイトマップも載せてある。ここで
言う、当サイトの目的とは「ID の学習者が
IDについて学ぶことを支援する」ということ
である。そして、具体的には学習者に次のよ
うな学習効果をもたらすことを目的としてい
る。 
・ IDの概要・定義を説明できる 
・ IDのモデルの例を出せる 
・ IDの活用例を出せる 
・ IDの有効性を示せる 
・ 授業事例・教材を IDの視点で捉えること 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２：IDポータルサイト全体構成図 
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ができる 
・ IDを活用・応用できる 
そして、これらの目的に則した学習者別の使
用法も記してある。概要・目的という情報を
載せることで、当サイトにきた人が自分の目
的にあった情報がここにあるか、ということ
がわかるようにしてある。そして、使用法と
いう情報を載せることで、自分の欲しい情報
にたどり着きやすいようにした。 
 
－論文・書籍等 
 インターネット上の ID と関係のある論文
等の情報を閲覧することができる。当サイト
に来た人が自分にあった情報を選択できるよ
うに、いくつかのカテゴリーに分けている。
それらのカテゴリーとは「ＡＲＣＳモデル」
「ガニェの９教授事象」「情報教育」「総合的
な学習の時間」「教材設計・開発・評価」「マ
ルチメディア学習環境システム設計・開発」
「ドリルシェル」「放送教育」「インターネッ
ト」「授業設計」「教育・授業評価」「研修」で
ある。現在（2003/3/5）、載せてある論文等の
量はのべ 235項目である（ひとつの論文に複
数のカテゴリーを含んでいるものもある）。こ
のようなカテゴリーになった理由は、研究室
内にある情報を単純に分類したためである。
それぞれの情報には、種別・制作者名・発行
年・概要等が記されており、発行年の新しい

情報から順に載せてある。また、教育情報シ
ステム学講座の研究室内サイトと研究室外の
サイトと分けて、情報を掲載している。 
 
－ツール・教材集 
 インターネット上の ID と関係のあるツー
ル・教材を集めたものである。ID自体を学べ
るツールや ID を使って作られたツールなど
がある。これらのツールや教材を見たり、使
ったりすることで ID の知識を養うことがで
きる。これらも「論文・書籍等」と同じよう
に、制作者名や概要等が記されてあり、研究
室内・外に分けて掲載している。また、この
Webページの中には、鈴木(2002)をもとにし
て作成した教材集も収めてある（図３）。これ
らの教材は ID の手法を使って作成された教
材のサンプルとして掲載した。 
 
－用語集 
 『教育工学事典 2000』にある、ID のモ
デル（p.29）とさくいん（p.581-582）を引用
し、それらを載せた。また、各用語の意味は、
その意味が記されてある Web ページにリン
クを張った。 
 
－リンク集 

ID と関連の深そうな学会や Web サイトに
対してリンクを張った。学会、研究室、個人
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図３：教材集のページ 
 

等のサイトに分けて紹介してある。また、そ
れぞれ紹介しているサイトには説明をつけて
おり、サイトの概要が分かるようにしてある。 
 
－Q&A 
 ID に関する疑問とその答えについて記し
てある。また、それぞれの疑問に対して理解
を深めるのを助けるために、参考文献も紹介
してある。 
 
－掲示板 
 当サイトに関する意見・疑問や、IDに関す
る情報交換の場として設置した。一目でわか
るように、題名だけを表示している掲示板を
使った。また、内容をキーワード検索するこ
ともできる。 
 
－Englishページ 
 当サイトを海外の人たちにも活用してもら
おうと設置した。 
 

３．まとめと課題 
 本研究では、ID学習者のために IDポータ
ルサイトの構築を行った。 
 今回はインターネット上にある ID に関連
する情報を集め、それらをカテゴリーに分け
て掲載した。しかし、研究室内の情報を単純

に分けたため、IDのモデルに沿った分け方で
はなかった。今後は当サイトにある情報を吟
味し、IDのモデルに沿った分類に変更してい
く。そして、さらに情報量を増やしつつ、そ
れぞれの情報を全文検索する機能やキーワー
ド検索できる機能を盛り込むつもりである。
また、各目的に合わせた情報を提示する機能
も入れる予定である。 
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